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2050年までの需給シナリオ

2013 2020 2030 2050

大規模系統電源（脱炭素化）

分散型電源＋貯蔵装置
分散型電源

電力需要（自家消費含む全国）

22050年：Utility 3.0へのゲームチェンジ」（日経出版）を元に作成

電化
運輸（EV）
& 熱分野

電化なしケース
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電化によるCO2排出量の削減ポテンシャル
CO2排出量（エネルギー起源）(億ﾄﾝ-CO2)

2013年度

非電力

電力

CO2排出量
72％減

12.4

6.6

3.5

2050年度

2030年ｴﾈﾐﾍﾞｰｽ(※)

電化率現状 最大電化需要：
供給：

8.4
6.4

低炭素電源ｹｰｽ (※）
電化率現状最大電化

※ＴＲＩにて試算。
(端数処理により合計値が合わない場合があります) ※電力消費には自家発を含む。

※2030年ｴﾈﾐﾍﾞｰｽ：0.37kg-CO2/kWh（使用端）にて算出。
※低炭素電源ケースの発電量構成：再エネ＋原子力（65%），火力（35%、熱効率（代表値）50%）。
※2013年度の最終エネルギー消費はｴﾈﾙｷﾞｰ・経済統計要覧(2015）から作成、CO2排出量は環境省公表値を引用。 3
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エネルギー出力密度と需要密度（W/m2)

4by David J. MacKay www.withouthotair.com
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需給ギャップと電源ミックス

5，AFC機能については、蓄電池を用い新島などで実証済み

時間数分 十数分 日 週 月 年

慣性 ＧＦ ＡＦＣ

原子力

火力

風力

水力

太陽光

蓄電池
フライホイール

数秒

EDC

地域間（国家間）連系線

※GF：ガバナ・フリー、AFC：自動周波数制御、EDC：経済負荷配分制御

次世代ベース電源（核融合、宇宙太陽光発電、海洋発電等）

（燃料調達）

慣性力
対策

次世代原子力と柔軟性 kW価値・安定供給
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お問い合わせ: report@tky.ieej.or.jp
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